
過去の研究実績 現在、注力している研究 今後取り組んでいきた
い研究

1. 離散最適化における凸性
の理論構築に関する研究

2. 離散凸性をもつ離散最適
化問題に対する効率的な
アルゴリズムの構築

3. オペレーションズ・リ
サーチや数理経済学に対
する離散凸性の応用に関
する研究

1. より複雑な制約をもつ離散凸最適化問題
に対する精度保証付きアルゴリズムの構
築

2. 離散凸最適化問題におけるロバスト性を
もつ解に関する理論とアルゴリズムの研
究

3. 数理経済学およびゲーム理論に対する離
散凸性の応用研究

1. 現実社会で現れる
様々な離散最適化
問題に対する離散
凸性を利用した解
法の構築

③http://www.me.titech.ac.jp/~shioura/shioura/index.html，Shioura.a.aa@m.titech.ac.jp

離散最適化の理論を
駆使して，世の中の
様々な問題に対して
数学的な保証をもつ
解決方法を提案しま
す．
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